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オリジナル取扱説明書

DD VP‑U バキュームポンプ
ご使用前にこの取扱説明書を必ずお
読みください。
この取扱説明書は必ず本体と一緒に保
管してください。
他の人が使用する場合には、本体と取
扱説明書を一緒にお渡しください。
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1 この数字は該当図を示しています。図は二
つ折りの表紙の中にあります。取扱説明書を
お読みの際は、これらのページを開いてくだ
さい。
この取扱説明書で「本体」と呼ばれる工具は、
常に DD VP-U バキュームポンプを指していま
す。

各部名称、操作部／表示部名称 1

@
圧力ゲージ

;
ON/OFF スイッチ

=
グリップ

%
電源コードフック

&
電源コード

(
ホース

)
通気溝

+
ウォーターセパレーター

§
フロートボール

/
ケージ

1 一般的な注意
1.1 安全に関する表示とその意味
危険
この表記は、重傷あるいは死亡事故につなが
る危険性がある場合に注意を促すために使わ
れます。

警告事項
この表記は、重傷あるいは死亡事故につなが
る可能性がある場合に注意を促すために使わ
れます。

注意
この表記は、軽傷あるいは所持物の損傷が発
生する可能性がある場合に使われます。

注意事項
この表記は、本製品を効率良く取り扱うため
の注意事項や役に立つ情報を示す場合に使わ
れます。

1.2 記号の説明と注意事項
警告表示

一般警告
事項

電気に関す
る警告事項
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略号

ご使用
前に取扱説
明書をお
読みくだ
さい

機種名・製造番号の表示箇所
機種名および製造番号は本体の銘板に表示さ
れています。当データを御自身の取扱説明
書にメモ書きしておき、お問い合わせなど
の必要な場合に引用してください。

機種名：

製品世代：01

製造番号：

2 製品の説明
2.1 正しい使用
このポンプはバキュームホールドユニット
と一緒に使用することを意図して設計されて
おり、例えば、ヒルティダイアモンドコアド
リル（最大コアビット径 250 mm）に装着し
て使用されます。
本体は空気の吸引用に設計されており、その
他のガスや液体を吸引することはできません。
作業中に水が不可欠な場合（例えば、ダイア
モンド穿孔技術）に備えて、ウォーターセパ
レーターが内蔵されています。
防爆区域での使用（例えば、ガスタンクのす
ぐ近く）は認められません。
肉体的、感覚的、精神的な制約があったり、
または経験や知識が不足している人（子供を
含む）は、本体をご使用いただけません。

モーター銘板に記載された電気データを確
認してください。銘板のデータに準じた交流
電圧電源に接続して本体をご使用ください。
取扱説明書に記述されている使用、手入れ、
保守に関する事項に留意してご使用ください。
本体はプロ仕様で製作されており、本体の使
用、保守、修理を行うのは、認定、訓練され
た人のみに限ります。これらの人は、遭遇し
得る危険に関する情報を入手していなければ
なりません。本体および付属品の、使用法を
知らない者による誤使用、あるいは規定外使
用は危険です。
けがの可能性を防ぐため、必ずヒルティ純正
の、アクセサリーや先端工具のみを使用して
ください。

2.2 バキュームポンプ構成品
1 本体
1 取扱説明書

3 スペアパーツ
ウォーターセパレーター 2

@

ウォーターセパレーター 412483
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4 製品仕様
技術データは予告なく変更されることがあります。

電圧 100 V 110 V 230 V 240 V
定格電流（モー
ター銘板を参照）

5.4 / 6.0 A 4.5 A 2.1 A 2.1 A

消費電力 440 / 570 W 450 W 450 W 500 W
周波数 50 / 60 Hz 50 Hz 50 Hz 50 Hz
絶縁クラス I（保護アース） I（保護アース） I（保護アース） I（保護アース）
耐候性 IP 54 IP 54 IP 54 IP 54
最大容積流量 5 / 6 m³/h 6 m³/h 6 m³/h 6 m³/h
最小真空度 700 mbar 700 mbar 700 mbar 700 mbar
本体寸法
（長 x 幅 x 高）

383 x 154 x
282 mm

383 x 154 x
282 mm

383 x 154 x
282 mm

383 x 154 x
282 mm

電源コードタ
イプ

VCTF
3 x 1.25 mm²、灰色

H07RN-F
3G 1 mm²、黒

H07RN-F
3G 1 mm²、黒

H07RN-F
3G 1 mm²、黒

電源コード長 4 m 4 m 4 m 4 m
重量（EPTA プ
ロシージャ
01/2003 に準
拠）

9.6 kg 9.0 kg 9.0 kg 9.0 kg

ウォーターセパ
レーター容量

0.5 l 0.5 l 0.5 l 0.5 l

ホース長 3 m 3 m 3 m 3 m
ホース径 外径 = 14 mm、

内径 = 10 mm
外径 = 14 mm、
内径 = 10 mm

外径 = 14 mm、
内径 = 10 mm

外径 = 14 mm、
内径 = 10 mm

騒音について（EN ISO 2151 準拠）
サウンドパワーレベル（100 V および 120 V
用）

73 dB(A)

サウンドパワーレベル（110 V、230 V および
240 V 用）

71 dB(A)

5 安全上の注意
注意！ すべての注意事項をお読みくださ
い。ご使用のヒルティ電動工具の取扱説明書
に記載されている安全上の注意を遵守してく
ださい。注意事項に従わない場合、重大な負
傷をまねく恐れがあります。

5.1 作業場の安全確保

作業場の整理整頓に心がけ、怪我の原因とな
り得る危険物は作業区域から取り除いておい
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てください。 作業場が整理整頓されていない
と、事故を引き起こすことがあります。

5.2 電気に関する安全注意事項

a) 本体の接続プラグは電源コンセントにきち
んと適合しなければなりません。プラグ
は絶対に変更しないでください。アースし
た本体と一緒にアダプタープラグを使用し
ないでください。オリジナルのプラグと適
切なコンセントを使用することにより、感
電の危険を小さくすることができます。

b) 感電の恐れがあります。アースされたパイ
プ、ラジエーター、電子レンジ、冷蔵庫な
どに体が接触しないようにしてください。

c) 本体をご使用にならない場合には、子供の
手の届かない場所に保管してください。
電動工具に関する知識のない方、本説明
書をお読みでない方による本体のご使用は
お避けください。未経験者による本体の使
用は危険です。

d) 保守作業の前に、不意に始動しないよう
に電源コードをコンセントから抜きます。

e) 屋外工事で本体を使用する場合は、屋外
専用の延長コード以外使用しないでくだ
さい。 屋外専用の延長コードを使用する
と、感電の危険が小さくなります。

f) 本体の電源コードを定期的に点検し、コー
ドに損傷がある場合は認定を受けた修理ス
ペシャリストに交換させてください。本体
の電源コードに損傷がある場合は、専用
の電源コードと交換する必要があります。
弊社営業担当またはヒルティ代理店・販売
店にご注文ください。延長コードを定期的
に点検し、損傷がある場合は交換してくだ
さい。作業中、損傷した電源コード、延長
コードには触れないでください。不意に始
動しないように電源コードをコンセントか
ら抜きます。 損傷した電源コードや延長
コードは感電の原因となり危険です。

5.3 作業者に関する安全
a) 本体の使用中、子供や無関係者を作業場へ

近づけないでください。作業中に気がそら
されると、本体のコントロールを失ってし
まう恐れがあります。

b) 子供が本体に触れないようご注意くださ
い。

c) 本体を使用の際には、油断せずに十分注意
し、常識をもった作業をおこなってくださ
い。疲れている場合、薬物、医薬品服用お
よびアルコール飲用による影響下にある場
合には本体を使用しないでください。本体
使用中の一瞬の不注意が重傷の原因となる
ことがあります。

d) 作業中は不安定な姿勢をとらないでくださ
い。足元を確かにし、常にバランスを保ち
ながら作業してください。

5.4 確実な取扱いおよび使用
a) 周囲状況を考慮してください。本体を雨、

雪にさらさないでください。また本体が
湿った状態あるいは濡れた状態で使用しな
いでください。火災や爆発の恐れがある場
所で本体を使用しないでください。

b) 用途に合った工具をご使用ください。本体
を本来の目的以外には使用しないでくださ
い。必ず、指示にしたがい、不具合のな
い状態で使用してください。

c) 本体を持ち運んだり、吊り下げたり、コン
セントからプラグを抜いたりするとき
は、必ず本体を持ち、電源コードやホー
スを持ったり引っ張ったりしないでくださ
い。 コードが損傷したり絡まったりして
いると、感電の危険が大きくなります。

d) 電源コードやホースを火気、オイル、鋭利
な刃物、機器可動部等に触れる場所に置か
ないでください。

e) 本体とアクセサリーに不具合がないか点
検してください。本体を続けて使用する前
に、安全装置および損傷している箇所が
少しでもある場合は該当のパーツが、作業
に影響を及ぼすことなく規定どおりの機能
を発揮できることを確認する必要がありま
す。可動部分がスムーズに回転し、動きに
硬さがないか、あるいはパーツに不具合が
ないか点検してください。使用するパーツ
がしっかりと固定されて、本体が支障な
く作動するための条件が整っているか確
認してください。安全装置やパーツに不具
合があり、取扱説明書に解決方法が明記さ
れていない場合は、弊社指定専門工場に適
切な修理／交換を依頼してください。

f) 作業中は、ウォーターセパレーターやホー
スの損傷につながるような外部からの影響
を本体およびホースが受けないようにご注
意ください。
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5.5 その他の安全上の注意
a) 使用するダイアモンドコアドリルの取扱説

明書に従ってください。
b) ホースの汚れ、つぶれ、折れ曲げ等によ

り、ホースの狭窄が起こらないようにして
ください。

c) ポンプの通気溝が覆われず、清潔に保たれ
るようにします。本体の過熱を防止するた
め、本体の排気口からの間隔を十分開けて
ください。

d) 絶対にポンプを水中に設置しないでくださ
い。

e) 作業中はポンプを水平で乾燥した平面に置
き、ポンプが滑らないように注意してくだ
さい。

f) 電源異常や本体の故障の際、短時間の間だ
け真空が保たれます。直ちに作業を中断
し、ポンプの圧力ゲージとプレートを点
検してください。作業材料が落下しないよ
うに注意してください。

g) 本体の変更や改造は行わないでください。
h) 純正部品のみを使用してください。
i) ポンプを運搬する前に必ずウォーターセパ

レーターを排水してください。
j) 作業場の採光に十分配慮してください。

5.6 サービス
電動工具の修理は必ず認定サービスセンター
にお申し付けください。また、必ず純正部
品を使用してください。これにより電動工具
の安全性維持が確実におこなわれます。

6 ご使用前に

6.1 ポンプの設置

ポンプは水平で乾燥した平面に置き、ポンプ
が滑らないように注意してください。

ポンプへの冷却用空気の流入が妨げられない
ことを確認します。
冷却用空気の入口と排出口に対して、最低
20 cm の間隔を保ちます。
警告事項
電源コードやホースは折れ曲がったり、つぶ
れたりしないようにしてください。

注意事項
ウォーターセパレーターの水位を点検し、必
要に応じてこれを排水します。

ポンプのホースをバキュームプレートに接
続します。

7 ご使用方法

警告事項
保守作業後、使用を再開する前に本体の機
能および真空度を点検してください。

7.1 機能および真空度の点検
1. コンセントに電源プラグを差し込みます。
2. ON/OFF スイッチでポンプをオンにしま

す。
3. 圧力ゲージは間もなく、緑色の範囲内の圧

力を示します。

7.2 ポンプのスイッチオン
1. コンセントに電源プラグを差し込みます。
2. ON/OFF スイッチでポンプをオンにしま

す。
注意事項真空度の監視のため、圧力ゲージ
が内蔵されています。

7.3 ポンプ運転中の定期的な監視
7.3.1 圧力ゲージの監視
作業中は定期的に圧力ゲージを監視してくだ
さい。
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注意事項
圧力ゲージが緑色の範囲内：負圧状態が十
分です。圧力ゲージが赤色の範囲内：負圧状
態が不十分です。

真空度が不足している場合は、作業を中断し
てください。
本体システムの気密漏れ、ホースの折れ曲が
り等がないか点検してください。
場合によっては、弊社営業担当またはヒル
ティ代理店・販売店に修理を依頼してくださ
い。

7.3.2 ウォーターセパレーター水位の監視
ウォーターセパレーターの水位を定期的に監
視してください。
注意事項
容器が満水になった場合にポンプをウォー
ターハンマーから保護するため、本体には
セーフティバルブが装備されています。

これが作動すると、真空度が低下します。

作業を中断し、ウォーターセパレーターを排
水してください、以下を参照：8.2

7.4 ポンプのスイッチオフ
1. ON/OFF スイッチでポンプをオフにしま

す。
2. 不意に始動しないように電源コードをコ

ンセントから抜きます。

8 手入れと保守

注意
保守作業の前に、不意に始動しないように電
源コードをコンセントから抜きます。

警告事項
不適切な清掃を行うと、電気的な危険が発
生する恐れがあります。

8.1 本体の手入れ
注意
保守作業の前に、不意に始動しないように電
源コードをコンセントから抜きます。

8.2 ウォーターセパレーターの排水 2

1. ホースをバキュームプレートに接続し、
場合によっては保持されている真空状態
を解放します。

2. ウォーターセパレーターの容器を「OPEN」
方向に回して、下へ引っ張ります（かみ
合わせ接合）。

3. 容器を空にします。

4. フロートボールを点検します。
ボールはケージ内で自由に動かなければ
なりません。

ボールが上側のシールに押し付けられて
いる場合は、ボールを押し下げます。

5. ウォーターセパレーターを再度装着する
前に、上側の縁を清掃します。

6. 容器のかみ合わせ接合の爪を合わせ、
「CLOSE」方向へ回します。

7. ウォーターセパレーターがしっかりと固
定されていることを確認します。

8.3 本体の清掃
注意
プラスチックを損なう恐れがあるため、溶剤
は使用しないでください。

警告事項
スプレーやスチームあるいは流水などによ
る清掃は避けてください。電気上の安全面
に悪影響が出る可能性があります。

1. 本体外側は湿ったウエスと少量の家庭用
洗剤を使用して清掃してください。

2. 常に、本体グリップ部分がオイルやグリス
で汚れないようにしてください。

3. 通気溝は定期的に、乾いた柔らかいブラシ
で清掃してください。
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9 故障かな？ と思った時
症状 考えられる原因 処置
バキュームベースプレー
ト付きのポンプは作動中だ
が、バキュームプレート
の負圧が不十分（バキュー
ムベースプレートの圧力
ゲージ表示が赤色）。

フィルターの汚れ。 本体を修理のために送る。
ポンプまたはバキュームベース
プレートのホース、機器類、
シールの汚れ（ウォーターセパ
レーター、クラッチ部等）。

ホース、機器類、シールを清
掃するか、場合によっては交
換する。

高所での使用。 別の固定方法を検討する。
ポンプは作動するが、真空
状態にならない（ポン
プの圧力ゲージ表示が赤
色）。

ウォーターセパレーターが満
水。

ウォーターセパレーターを排
水する。

フィルターエレメントの下の
ボールの食い込み。

ウォーターセパレーターを取り
外し、ボールを引き抜く。

ウォーターセパレーターに気密
漏れまたは損傷があるか、ある
いは装着されていない。

ウォーターセパレーターを装
着するか、損傷がある場合は交
換する。

ホースの損傷、またはつぶれ。 本体を修理のために送る。
ポンプの故障。 本体を修理のために送る。

ポンプが始動しない。 電源異常 ヒューズおよび電源コードを点
検する。
スイッチの位置を点検する。
電圧が銘板のデータと一致して
いるか点検する。

ポンプの故障。 本体を修理のために送る。
ポンプが自動的に停止す
る。

過熱保護装置が作動。 本体を冷やす。本体は自動的
に再度オンになる。
通気溝を点検し、必要に応じ
て清掃する。
作動電圧を点検する。

ウォーターセパレーター
を取り外すことができな
い。

本体システムがまだ真空状態。 バキュームベースプレートに
ホースを接続して、ポンプを排
気する。

10 廃棄

本体の大部分の部品はリサイクル可能です。リサイクル前にそれぞれの部品は分別して回収され
なければなりません。多くの国でヒルティは、本体や古い電動工具をリサイクルのために回収し
ています。詳細については弊社営業担当またはヒルティ代理店・販売店にお尋ねください。
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EU 諸国のみ
電動工具を一般ゴミとして廃棄してはなりません。
古い電気および電子工具の廃棄に関するヨーロッパ基準と各国の法律に基づき、使用
済みの電気工具は一般ゴミとは別にして、環境保護のためリサイクル規制部品とし
て廃棄してください。

11 本体に関するメーカー保証
ヒルティは提供した本体に材質的または、製造
上欠陥がないことを保証します。この保証は
ヒルティ取扱説明書に従って本体の操作、取り
扱いおよび清掃、保守が正しく行われている
こと、ならびに技術系統が維持されているこ
とを条件とします。このことは、ヒルティ純
正の、消耗品、付属品、修理部品のみを本体
に使用することができることを意味します。

この保証で提供されるのは、本体のライフ
タイム期間内における欠陥部品の無償の修理
サービスまたは部品交換に限られます。通常
の摩耗の結果として必要となる修理、部品交
換はこの保証の対象となりません。

上記以外の請求は、拘束力のある国内規則が
かかる請求の排除を禁じている場合を除き一

切排除されます。とりわけ、ヒルティは、本体
の使用目的の如何に関わらず、使用した若し
くは使用できなかったことに関して、または
そのことを理由として生じた直接的、間接的、
付随的、結果的な損害、損失または費用につ
いて責任を負いません。市場適合性および目
的への適合性についての保証は明確に排除さ
れます。

修理または交換の際は、欠陥が判明した本体ま
たは関連部品を直ちに弊社営業担当またはヒ
ルティ代理店・販売店宛てにお送りください。

以上が、保証に関するヒルティの全責任であ
り、保証に関するその他の説明、または口
頭若しくは文書による取り決めは何ら効力を
有しません。
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12 EU規格の準拠証明（原本）
名称： バキュームポンプ
機種名： DD VP‑U
製品世代： 01
設計年： 2009
この製品は以下の基準と標準規格に適合し
ていることを保証します：2006/95/EG、
2004/108/EG、2006/42/EG、2011/65/EU、
EN 60335‑1、EN ISO 12100.

Hilti Corporation、Feldkircherstrasse 100、
FL‑9494 Schaan

Paolo Luccini Johannes Wilfried Huber
Head of BA Quality and Process
Management

Senior Vice President

Business Area Electric Tools &
Accessories

Business Unit Diamond

01/2012 01/2012

技術資料：
Hilti Entwicklungsgesellschaft mbH
Zulassung Elektrowerkzeuge
Hiltistrasse 6
86916 Kaufering
Deutschland
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